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１９７６年卒　　プロセス設計塾

１．１．１．１．１．はじめにはじめにはじめにはじめにはじめに
　７８年（赤松研）修了の西本です。　１０年ほど前に設計・開発からサービス畑に
転進し、いくつかの企業で設計・開発業務改革の支援（コンサルティング）を実施後、
昨年、私塾を始めました。　本会のなかでは変種に属する部類かと思いますので、近
況報告や見聞録をかねて少し毛色の変わった話題をご紹介します。　業務改革に取り
組まれている方や、 XX 改革にはウンザリと言う方も是非ご一読ください。　知識の
至らなさや、少々の独断はご容赦願います。

　卒業後、ハードの設計（トラック・バスのシャシーフレーム、金融・流通向けプリ
ンター、漢字ＯＣＲ光学スキャナーなど）を２１年の後、ハードの開発から撤退とい
う会社事情もあり、ならばとサービス分野で設計プロセスの設計を始めた次第です。
（学生会員の皆さん、会社の10年先は判りませんよ。）
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業務改革（コラボレーション）のためには、３っの可視化が重要です

が、プロセスに関する方法論・Toolは手薄です

Scheduleソフト

図１　３つの可視化と関連Tool群　　（吉村先生のリカレント教育資料からヒントを頂きました）

【連載】
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　今回の話題は、技術分野としては Business Process Modeling(BPM) と呼ばれる分
野で(1)、08年に機械学会で講演した　"i-DSMによる製品設計プロセスモデリングに
関する考察"(2)の解説と提言です。　諭吉さん風にまとめれば次のようになります。

　『日本を支えるのはものづくり。　製品コストの80 ％は設計で決まる。　設計・開
発効率化のためには、知識・プロダクト・プロセス３つの可視化が重要。』　と言われ
ます。　御社の設計業務は可視化され、ムリ・ムダ・ムラは排除されているでしょう
か？　設計者は疲弊していないでしょうか？　もしそうでなければ、今後は、設計プ
ロセスを設計（可視化＆最適化）することも設計部門の業務の一部とされる事をおす
すめします。

　なお、設計に焦点を当てていますから、プロセスとはスケジュールではなく、設計
手順（意思決定の連鎖）です。

２．２．２．２．２．設計者をとりまく状況設計者をとりまく状況設計者をとりまく状況設計者をとりまく状況設計者をとりまく状況
　先日、久しぶりに機械工学便覧を手にする機会がありました。　法工学（2003年）
と設計工学（2007年）が新設されており、時代の変化を感じます。　私が自動車会社
で設計を始めた 30 年前は、そろそろ日本でもＰＬ法が施行されるという時代でし
たが、そのころに比べ安全、環境、品質、ＩＳＯの審査など設計者がかかわる文書作
業は格段に増えており、法工学の新設は時代の要請と言えます。

　また、ドラフターから２次元ＣＡＤ、３次元ＣＡＤといった Tool の発展もあり、
コンカレントエンジニアリングやフロントローディングと言われる手法での開発期間
短縮の様子も設計工学の中で語られています。　確かに、昔は試作車ができてから
ピットにもぐり込んで、このハーネスとこのパイプが近すぎるなどとやっていたもの
が、今は DMU (Digital Mock Up) で試作前にかなりのレビューができるようになり
ました。　これらの変化は、社会や企業にとっては好ましい反面、設計者の負担と忙
しさは増していることを意味します。

　ですから、"日本を支えるものづくり"に取り組む設計者に、ムダな仕事のやり方
をさせる訳にはいかないのですが、生産プロセスについては盛んなムリ・ムダ・ムラ
排除の取り組みが、設計プロセスについては遅れています。　というのも、生産現場
の物の流れや滞留は見えやすいですが、設計プロセスでの情報や意思決定の流れは複
雑なネットワーク構造をしており、滞留・ループは見えづらく、どこにムダがあるか
ハッキリしないためです。　よって、設計部内のクリティカルパスが把握されている
とも思えません。
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３．３．３．３．３．設計業務のムリ設計業務のムリ設計業務のムリ設計業務のムリ設計業務のムリ・・・・・ムダムダムダムダムダ・・・・・ムラ考ムラ考ムラ考ムラ考ムラ考
　講演論文(2)のなかで　IPO=Input, Process, Output の考え方を採用しています。
設計作業全体を１つのプロセスと見れば、Ｉ＝企画（スペック、開発日程）,　P=設
計プロセス、Ｏ＝図面（もしくは3Dモデル）　となります。　この枠組みで考えると、
ムリなＩｎｐｕｔ（スペック、開発日程）を、ムダの有る（かどうかも判らない）プ
ロセスで、個々人の経験・能力にムラのある設計者が行うと、ムラ（リコールなど）
のあるOutput（図面・設計品質）が出る、ということになります。

これらに対策を考えると、　
１．設計から見てムリな Input を事前に指摘・調整する。　
２．設計プロセスを設計（構造・ノウハウを可視化＆最適化）・管理してムダを無く
す。　

３．使わざるを得ない（３Ｄ） Tool に設計手順・ノウハウを実装して検討のムラを
減らす。

となります。　ただし、Toolをブラックボックスにしてはいけません。　その中の設
計ロジックが見え、設計方法の進歩に応じて容易に変更可能でなければなりません。

対策１．を実施するには、自らの設計プロセスが設計（可視化＆最適化）されていな
ければ、企画に対して実のある意見を言えません。　対策３．も同様に設計プロセス
設計が前提となります。　つまり、設計業務のムリ・ムダ・ムラ取りの第一歩は設計
プロセス設計となります。

参考文献　（１）　戸田、飯島　編　ビジネスプロセスモデリング　日科技連　2000年
参考文献　（２）　西本明弘　"i-DSMによる製品設計プロセスモデリングに関する考察" 機械学会　第18回設計工学・

システム部門講演会・2008.9.25-27

(つづく)
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(Endnotes)
1 The InnovatorP Dilemma, Clayton Christensen, Harvard Business School

Press, Boston, MA 1997
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平成２２年度京機会春季大会・総会 開催のご案内 
  

本大会を下記により開催いたしますので、ご出席くださいますようご案内申し上げます。 

ご夫婦での参加も歓迎いたします。倉敷観光も兼ねた多数のご出席をお待ちしております。 
  

 日 時：平成２２年４月１７日(土) 

     総会・懇親会 １４：３０～１９：３０ 

中国･四国支部総会を14:05～14:20に開催いたします。 

中国･四国支部の方は14:05にお集まり下さい。 

 会 場 ： ホテルグランヴィア岡山 ４階フェニックス 

岡山市北区駅元町1番5 TEL：086-234-7000 

JR岡山駅に直通 岡山空港より車で30分 

 行 事： 

Ⅰ.   ～１４：００ 特別企画 (希望者のみ) 

Aコース：JFEスチール㈱ 西日本製鉄所 (倉敷地区) 見学 

 当日は、10:30にJR新倉敷駅北側ﾛｰﾀﾘｰ付近にお集まり下さい。 

参加費用：500円 (軽昼食込) 

Bコース：岡山後楽園散策 

当日は、12:00にホテルグランヴィア岡山ロビーにお集まり下さい。 

参加費用：無料 (食事は各自済ませてお集まりください。)  

Ⅱ. １４：０５～１４：２０ 中国・四国支部総会 (京機会中国・四国支部の方のみ対象となります) 

Ⅲ. １４：３０～１５：３０ 春季大会･総会 

Ⅳ.  １５：４０～１７：２０    特別講演会 

１５：４０～ 「二宮尊徳の現代的意義について」 

東北大学客員教授・中部大学特任教授 

元 ㈱トヨタ取締役・元 コンポン研究所長 井上 悳太 氏 (S36) 

 二宮尊徳の薪を背負って本を読む姿は、戦後教育の中では、いわゆる「修身」教育の

シンボルとして無視されてしまった。しかし、今彼の一生を詳細にたどると、混迷を極

める現代に生きるわれわれにとって数多くの教訓に満ちていることがわかる。論語にも

いうように「故きを温めて新しきを知る以て師たるべし」である。 
 

      １６：３０～ 「たたらと日本刀の科学」 

  京都大学名誉教授・福山大学客員教授(構造・材料開発研究センター）(H22.4～) 

  井上 達雄 氏 (S38) 

 中国地区の奥出雲(島根県)と備前長船(岡山県)は、日本刀の材料として多く使われる

良質の砂鉄と木炭を産出することと、古くから五家伝(流派)の一つとして優れた刀匠が

多いことで有名である。ここでは、たたらと日本刀の紹介とその金属学、機械工学の立

場からの科学的な考察を試みる。当日午前中に時間があれば、備前長船刀剣博物館(瀬

戸内市 http://www.city.setouchi.lg.jp/~osa-token/)を訪問することをお勧めする。 
 

Ⅴ. １７：３０～１９：３０ 懇親会 
  

 会 費(懇親会費)：支部総会・総会・特別講演会のご参加は無料です 

     1999年以前に学部卒業の方   10,000円   現役学生(学部・修士・博士)  3,000円 

    2000～2004年に学部卒業の方   8,000円   同伴者 （卒業年次に係らず）  6,000円  

        2005年以後に学部卒業の方    6,000円     
        

  ●自由な服装でお越しください。 

   ●出欠等のご連絡は、４月５日(月)までに、ホームページまたは京機会ニュース同封のはがきで 

  お寄せ下さい。 

     同伴者がおられる場合は、はがき回答欄にチェックの上、同伴者のお名前も記載下さい。 

   京機会ＨＰ(http://www.keikikai.jp/)からも、受付できます。WEB受付では、同伴者のお名前が 

     登録できませんので、通信欄にご記入いただきお知らせ下さい。 
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                 ★★★ 懇親ゴルフのご案内 ★★★  

春季大会・総会の翌日、懇親ゴルフコンペを開催いたします。瀬戸内海国立公園を 

眼下に抱く充実の本格ホールです。ご参加の方は、春季大会・総会と併せてお申込下さい。 
 

日 時：平成２２年４月１８日（日） 

会 場：鷲羽ゴルフ倶楽部（http://www.washugolf.com/access/index.html） 

    岡山県倉敷市福江701番地 TEL：086-475-2000 

会 費：約１３,０００円 (プレー費･懇親会･景品代を含む、食事代を除く) 

集合場所＆時間：ゴルフ倶楽部ロビー、8時 

       （スタート：8時30分 解散：16時頃の予定） 

    希望者には、乗合のジャンボタクシーを手配いたします。 

   （6時30分にﾎﾃﾙｸﾞﾗﾝｳﾞｨｱに集合 費用は各自払い） 

定 員：３２名（４名×８組） 

問い合わせ先 ： ゴルフ世話役 三原 豊（S43、香川大学 工学部） 

               TEL：087-864-2340 E-Mail：ymihara@eng.kagawa-u.ac.jp 

 ●出欠等のご連絡は、４月５日(月)までに、 

 京機会ホームページまたは京機会ニュース同封のはがきでお寄せ下さい。 
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3 月 8 日、琵琶湖スポーツランド様にて、京都大学フォーミュラプロジェクト KART の 2010 年度大会出場

車両 YJ-R08 がシェイクダウンしました。今年は、綿密なスケジューリングと適切な人員配置の両輪体制が

功を奏し、非常に余裕を持って作業できたにも関わらず、これまでの記録を 3 ヶ月以上上回るハイペースで

のシェイクダウンとなりました。以下にその模様をお伝えします。 

前々日に工場内にてエンジンの始動確認を行

い、前日は各部の最終点検・荷造りをしたのち、

翌日の走行会に備え、早めに作業を切り上げまし

た。 

当日は 10 時過ぎに現地に到着し、分担してテン

ト設営・コース準備・車両チェックを手早く済ま

せ、11 時ごろよりアイドリングを開始しました。

各センサーの設定や、動作確認を終えたのち、エ

ンジン周辺部品に不具合がないかを確認するため

に、1 時間程度連続してアイドリングを行いまし

た。さらに駆動のチェックを行い、問題ないこと

が確認されたことで、シェイクダウンの準備が整

いました。 

スケジュール通りにプロジェクトが進み、今回こうして皆様にシェイクダウンのお知らせを出来ること

を大変嬉しく思います。しかし、早期シェイクダウンはあくまでも上位を目指すうえでの方法であって、

目的ではありません。これからはさらに気持ちを引き締め、ドライバー練習や、改良パーツの試験等に勤

しむ日々を送る予定です。そして、今年度こそポディウムに返り咲く所存です。 

今後とも、KART に温かいご声援の程よろしくお願い申し上げます。 

号外!! 

そして、午後 1 時 40 分ごろ、遂に

ドライバーを乗せた YJ-R08 がそろそ

ろと進み始めました。シェイクダウ

ン達成の瞬間です!! 

これまでの努力が実った瞬間であ

り、メンバーの感動もひとしおでし

た。 

今回は各部の動作確認が目的でし

たので、全開走行はせずに、その後は

軽くならし運転を行い、琵琶湖スポー

ツランド様を後にしました。 


